（様式４）

事務局記入欄

広島市地域公共交通計画の改定に係る調査検討業務
　提案書
（提 出 日）    令和　　年　　　　月　　　　日　　 
（提 出 者）
住所（所在地）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡担当者）
担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電　話：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Fax：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
広島市地域公共交通計画の改定に係る調査検討業務
　提案書
（副本）
１　実施方針等
(1)　実施方針                                                              
	実施方針（着眼点や留意点などを含む。）を記載してください。

	


(2)　実施手順及びスケジュール                                               
	実施手順及びスケジュールについて、図・表を用いるなど、分かりやすく記載してください。

	


２　実施体制等
(1)-1　実施体制                                                 
	業務に関わる人員や命令系統等を分かりやすく記載してください。（フロー図等で示しても可）

	


　（注）再委託先がある場合は、業務分担も含めて記載してください。
(1)-2　従事予定者                                                 
	役割
	氏名
	所属・職名
	担当業務
	備考

	管理技術者
	
	
	
	

	主担当技術者
	
	
	
	

	担当者
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注）本提案書提出後、ここに記載した従事予定者の変更は、原則、認めません。また、管理技術者及び主担当技術者は一人ずつ指定してください。
(1)-3　業務分担（再委託がある場合に記載してください。）
	分担する業務
	業務分担者（再委託先）
	分担する理由

	
	
	


   （注）再委託先が複数ある場合は、適宜、区分してください。
(2)　法人の業務実績 
	完了した同種又は類似の元請けとしての業務実績（平成27年4月1日以降）を最大５件（同種業務は最大２件、類似業務は最大３件）まで記載してください。

	業務名
	発注者
	契約金額
	履行期間
	業務内容
	テクリス登録番号

	１
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	


（注）・　共同企業体（JV）としての実績は、代表構成員としての実績に限ります。
・　同種業務として、地域公共交通計画（他の地方公共団体のものを含む。）の策定支援業務の実績について記入してください。また、類似業務として、基本仕様書４⑴に示す計画（アを除く。他の地方公共団体の類似のものを含む。）の策定支援業務の実績について記入してください。
・　実際に請け負った業務を業務内容欄に記入してください。
　　 ・　テクリス登録番号の記載のない業務は、契約書の鑑や仕様書等を添付してください。
３　従事予定者の経験・能力
(1) 従事予定者の業務実績
	従事予定者（管理技術者及び主担当技術者）が有している、２(2)と同内容の業務実績を記載してください。

	従事予定者
業務名
発注者
履行期間
業務内容
テクリス登録番号
管理技術者
１
２
主担当技術者
１
２



　　（注）実施年月日、規模、技術者の実施当時の立場（役割、所属会社等）は問いません。
(2) 保有資格等
	従事予定者（管理技術者及び主担当技術者）について、次の資格等の保有状況を記載してください。
ア　技術士登録の建設部門（都市及び地方計画）　⇒配置予定技術者等調書（様式４別添１）
イ　ＲＣＣＭ（都市計画及び地方計画）　　　　　⇒配置予定技術者等調書（様式４別添１）
ウ　都市及び地方計画に関する業務の実務経験（10年以上）　⇒実務経歴書（様式４別添２）


	従事予定者

資格等
保有状況
（左欄の資格等を保有している場合は○を記入）
管理技術者

ア

イ

ウ
主担当技術者

ア

イ

ウ
　　　※従事予定者が資格等のうちア、イを保有する場合は、配置予定技術者等調書（様式４別添１）を、ウを保有する場合は、実務経歴書（様式４別添２）を添付してください。



４　業務内容
(1)
仮説の立案（１つ目）                                          

	業者の知見や基本仕様書「４業務方針」などを踏まえ、基本仕様書４⑵に示す協調・共創の視点の例①～⑤と関連した仮説（解決すべき課題と解決のための具体策）を分かりやすく記載してください。※その際、基本仕様書５⑵に示すエリア分類の例を参考に、必要に応じてエリアを指定して記載してください。

	　仮説と関連する協調・共創の視点の例の番号：　　　　　　（複数選択可）



(1)
仮説の立案 （２つ目）                                          

	業者の知見や基本仕様書「４業務方針」などを踏まえ、基本仕様書４⑵に示す協調・共創の視点の例①～⑤と関連した仮説（解決すべき課題と解決のための具体策）を分かりやすく記載してください。※その際、基本仕様書５⑵に示すエリア分類の例を参考に、必要に応じてエリアを指定して記載してください。

	　仮説と関連する協調・共創の視点の例の番号：　　　　　　（複数選択可）



 (1)
仮説の立案 （３つ目）                                          

	業者の知見や基本仕様書「４業務方針」などを踏まえ、基本仕様書４⑵に示す協調・共創の視点の例①～⑤と関連した仮説（解決すべき課題と解決のための具体策）を分かりやすく記載してください。※その際、基本仕様書５⑵に示すエリア分類の例を参考に、必要に応じてエリアを指定して記載してください。

	　仮説と関連する協調・共創の視点の例の番号：　　　　　　（複数選択可）



 (2)
データ収集・分析                                      

	本提案書４⑴で立案したそれぞれの仮説について、以下を含めたデータ収集・分析の方向性について、分かりやすく記載してください。
・データ収集・分析の手順　　・収集するデータ

・アンケート調査や事業者ヒアリングの予定・狙いなど

	・データ収集・分析の方向性（仮説：１つ目）
・データ収集・分析の方向性（仮説：２つ目）
・データ収集・分析の方向性（仮説：３つ目）



５　その他
業務遂行に当たってのアピールポイント
	本業務の遂行に有益なアピールポイントがあれば、記載してください。

	


※　注意事項
・　本提案書内には、応募者(提出者)名を記載しないでください（再委託先は除く。）。応募者(提出者)名が記載されている場合は、事務局で該当部分を抹消します。
・　提案書の各記載欄内において、フォントや文字間、行間の変更、枠の微調整は認めますが、読みやすい範囲内（説明文については文字の大きさは９ポイント以上。図表、注釈等を除く。）で行ってください。なお、必要に応じて各記入欄の枚数を追加していただいて構いませんが最小限にとどめ、提案書は可能な限り簡潔にわかりやすくまとめるよう努めてください。
・　業務実績が確認できる資料（契約書、仕様書等の写し、配置予定技術者等調書(様式４別添１)、実務経歴書(様式４別添２)など）は、提案書とは別冊としてください。

・　図、写真等を使用しても構いません。
・　提出する提案書の構成は、次のとおりとしてください。
・　提案書の大きさはＡ４判を基本とし、表紙、注意事項（本紙）及び参考資料は除き、１５頁以内としてください。
　　　　　　　　正本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副本
（１部提出）　　　　　　　　　　　　　　　（９部提出）
　
　
　　　　　左２か所ホチキス留め　　　　　　　　　　　　　　左２か所ホチキス留め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会社の業務実績が確認できる資料等　　　　　　　
　　（１部提出）　　　　　　　　　　　　　　　

左２か所ホチキス留め　　　　　　　　　　　　

副本


表紙
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